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．
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．
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．
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．
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・
か
．
撚
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平
成
十
年
、
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
新
年
祝
賀
会
が
一
月
二
十
三

日
（
金
）
「
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ

テ
ル
」
（
名
古
屋
市
中
区
栄
）
に

お
い
て
開
惟
さ
れ
た
。

従
来
は
日
曜
日
で
あ
っ
た
が
、

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

村
上
章
理
事
長
あ
い
さ
つ

菊池温泉
赤水温泉

3

名
古
屋
板
金
連
合
会
担
当
綴

，
》
，
．
が
〉
．
．
髭
・
伊
鰻
噸
“
侭
。
、
縁
γ
‐
．
．
、
潔
恥
印
‐
〆
診
・
鋸
．
杉

今
回
、
金
曜
日
に
開
催
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
百
九
十
四
名
も
の

方
々
に
出
席
を
賜
り
、
午
後
三
時

開
宴
し
た
。
名
古
屋
板
金
連
合
会

副
会
長
恩
田
勝
義
氏
の
司
会
に
よ

り
進
行
し
耐
連
合
会
相
談
役
長
谷

２

蕊蕊蕊鱗鍔鐸鼠鍵鍵鶴鱗鍵鱗識準鋳識

で
観
れ
て
、
一
流
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ウ
と
心
に
く
い
演
出
で
し
た
。

次
回
開
催
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
尾

張
板
金
連
合
会
会
長
、
細
野
清
氏

が
、
来
年
も
元
気
に
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
と
挨
拶
さ
れ
、
㈱
淀
川
製

鋼
名
古
屋
営
業
所
、
安
蕊
富
二
男

氏
が
、
昨
年
に
続
き
、
中
締
め
を

受
け
持
た
れ
た
。
閉
会
の
辞
は
、

名
古
屋
板
金
連
合
会
副
会
長
、
鈴

木
準
一
氏
が
述
べ
ら
れ
宴
を
閉
じ

た
。

名
古
屋
板
金
連
合
会
の
皆
様
、

心
温
ま
る
接
待
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尾
張
連
合
会
会
長
細
野
清
氏
は

じ
め
、
組
合
員
の
皆
様
、
来
年
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
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名古屋板金連合会鷲見牧会長あいさつ

識
第
印
回
釜
国
建
築
板
金
業
巻
熊
覗
荒
議

大
会
は
、
平
成
加
年
５
月
別
日
附
「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

愛
知
県
板
は
左
記
の
行
程
で
組
合
員
の
皆
様
と
参
加
し
た
い

と
準
備
し
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

お
申
込
は
、
各
支
部
長
へ
参
加
費
を
添
え
て
申
込
ん
で
下
さ

い
。

◆
参
加
費
金
９
万
７
千
円
（
大
会
参
加
費
を
含
む
）

◆
申
込
締
切
平
成
⑩
年
２
月
即
日

愛

川
信
俊
氏
に
よ
る
開
会
の
辞
、
連

合
会
長
鷲
見
牧
氏
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
た
。

県
板
を
代
表
し
て
、
村
上
章
理

事
長
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
を
頂
い

た
。
公
共
工
事
予
算
を
カ
ッ
ト
さ

れ
る
が
、
愛
知
県
は
中
部
新
牢
港
・

愛
知
万
博
で
、
板
金
業
界
に
弾
み

が
つ
く
こ
と
を
願
い
た
い
。
ま
た

県
板
各
種
委
員
会
の
活
動
を
活
発

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ご
来
賓
の
方
々
も
多
数
出
席
さ

れ
、
前
衆
議
院
議
員
片
岡
武
司
氏

始
め
、
四
名
の
方
か
ら
挨
拶
を
頂

き
、
ま
た
、
前
理
事
長
平
野
弘
氏

か
ら
は
秋
の
叙
勲
（
勲
五
等
瑞
宝

章
）
受
章
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ

た
。

続
い
て
、
来
賓
紹
介
・
祝
電
披

露
の
後
、
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋

会
長
、
神
谷
文
夫
氏
の
乾
杯
の
音

頭
で
、
宴
会
が
賑
や
か
に
始
ま
っ

た
。

っ
つ
が
な
く
進
行
さ
れ
た
新
年

懇
親
会
だ
が
、
鷲
見
会
長
は
じ
め
、

名
古
屋
板
金
連
合
会
組
合
員
の
皆

様
の
、
大
変
な
苦
労
な
も
の
が
あ
っ

た
。
例
年
な
ら
、
一
月
第
三
日
曜

日
と
聞
い
て
い
る
が
、
名
古
屋
で

二
百
名
を
収
容
す
る
座
敷
は
、
な

か
な
か
無
い
そ
う
だ
。
準
備
時
間

も
相
当
必
要
だ
っ
た
よ
う
だ
し
、

会
場
の
都
合
上
、
平
日
に
な
り
、

出
席
人
数
減
を
心
配
さ
れ
た
様
子

だ
が
、
さ
す
が
名
古
屋
と
言
わ
せ

る
締
麗
な
コ
ン
パ
ー
ー
オ
ン
嬢
の
洗

練
さ
れ
た
接
待
、
あ
ん
な
に
身
近

懇
親
会
風
景
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造
嫁
寂
店
杏
逗
止
ん
だ
寸
査
パ
ー
テ
ィ
ー

板第３２４号 平成１０年２月１５日（２）

県
板
青
年
部
（
河
田
雅
彦
部
長
）

は
、
去
る
十
一
月
二
日
⑧
、
十
一

月
九
日
日
の
両
日
、
岡
崎
技
術
工

学
院
に
於
い
て
、
来
る
平
成
十
年

二
月
十
七
日
㈹
、
十
八
日
㈱
静
岡

県
静
岡
市
登
呂
三
’
一
’
三
五
に

あ
る
『
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
静
岡
』

に
て
実
施
さ
れ
る
、
第
二
○
回
全

国
建
築
板
金
競
技
大
会
の
〃
図

面
″
と
〃
実
技
〃
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
十
一
月
二
日
日
は

『
技
能
競
技
の
部
』
の
課
題
で
あ

る
〃
水
屋
流
し
″
（
一
昨
年
の
課

題
と
同
じ
物
）
の
展
開
図
に
つ
い

て
石
原
晴
久
氏
（
岡
崎
）
を
講
師

に
お
願
い
し
て
講
習
を
実
施
し
ま

し
た
。十

一
月
九
日
日
は
、
『
建
築
技

術
の
部
』
の
施
工
図
。
（
レ
ス
ト

ラ
ン
の
新
築
工
事
）
に
つ
い
て
、

松
代
一
郎
氏
（
名
古
屋
西
）
を
講

師
に
お
願
い
し
て
講
習
を
受
け
ま

し
た
。
今
回
の
課
題
は
、
図
面
が

六
枚
あ
る
点
、
及
び
注
意
点
の
中

に
（
本
課
題
の
趣
旨
は
、
き
れ
い

一
、
鋼
材
を
加
工
し
組
立
中
、
誤
っ

て
両
足
の
上
に
落
し
負
傷

一
、
ト
タ
ン
の
端
部
に
身
体
の
一

部
が
触
れ
負
傷

一
、
壁
材
取
付
中
既
に
取
付
済
の

材
料
に
挟
ま
れ
負
傷

一
、
前
方
不
注
意
に
よ
り
ス
テ
ン

レ
ス
棒
に
触
れ
、
目
と
眉
に
当

り
負
傷

一
、
ス
レ
ー
ト
屋
根
を
踏
み
抜
き

墜
落
し
死
亡

多
種
多
様
に
渡
っ
て
の
事
例
を

列
記
し
ま
し
た
が
、
発
生
の
原
因

を
分
析
す
る
に
、
次
の
項
目
の
要

因
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
先
づ
は

保
護
具
の
未
着
装
、
危
険
予
知
の

未
実
施
、
手
元
確
調
噸
足
元
確
認

こ
れ
ら
の
災
害
の
要
因
を
見
る
に
、

ル
ー
ル
違
反
が
圧
倒
的
多
く
、
驚

き
を
隠
せ
な
い
の
だ
が
、
出
来
得

れ
ば
、
安
全
の
手
法
を
、
最
寄
り

の
教
育
機
関
で
受
講
さ
れ
る
事
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。
一
旦
事
故
が

発
生
す
る
と
膨
大
な
損
失
と
な
り
、

事
後
処
理
や
工
事
中
断
な
ど
、
周

早
い
も
の
で
、
平
成
に
な
っ
て

加
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
最
近
の

国
内
の
動
向
を
視
る
時
、
景
気
の

回
復
は
一
向
に
進
ま
ず
、
日
本
列

島
は
、
冷
え
切
っ
た
状
態
が
続
い

て
お
り
、
一
体
こ
の
ま
＆
で
は
不

安
が
募
る
こ
と
し
き
り
、
そ
れ
ら

に
並
行
し
て
、
昨
年
は
労
災
事
故

が
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
、
尊

い
命
が
失
わ
れ
他
人
事
と
は
思
え

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
（
神

谷
文
男
会
長
）
は
、
一
月
九
日
午

後
五
時
よ
り
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

プ
ラ
ザ
に
、
正
会
員
・
賛
助
△
吾
貝
・

来
賓
あ
わ
せ
百
十
余
人
が
参
集
し

て
、
恒
例
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

組
織
の
編
成
変
更
か
ら
、
数
年

を
経
て
、
年
々
出
席
者
も
増
し
、

愛
知
県
板
も
三
役
五
人
が
招
か
れ

た
。

年
明
け
早
々
の
交
歓
会
で
も
あ

り
、
年
頭
の
挨
拶
を
交
わ
す
姿
が

会
場
各
所
で
見
ら
れ
、
不
況
の
中

に
も
明
日
へ
の
活
力
を
感
じ
た
。

問
屋
会
を
率
い
る
神
谷
会
長
は
、

年
頭
の
言
葉
で
始
ま
っ
た
挨
拶
の

中
で
、
新
年
早
々
の
集
り
な
ど
で

言
わ
れ
る
不
況
。
不
景
気
の
言
葉

は
、
ほ
と
ほ
と
聞
き
飽
き
た
、
今

年
は
こ
の
様
な
事
は
口
に
し
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
こ
の
踏
ん
張

り
所
で
供
給
メ
ー
カ
ー
・
流
通
問

屋
・
施
工
業
者
が
英
知
を
出
１
ｋ
口
っ

て
自
主
防
衛
論
自
主
努
力
を
し
な

に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
森
久
子
」

の
歌
声
も
流
れ
、
話
し
合
い
も
弾

ん
で
、
和
や
か
に
進
め
ら
れ
、
伊

藤
嘉
邦
副
会
長
の
宇
宙
か
ら
の
鳴

き
・
宇
宙
の
呼
び
掛
け
の
ユ
ー
ー
ー

ク
な
閉
会
の
辞
で
、
盛
会
の
内
、

平
成
十
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
閉

幕
し
た
。
（
Ｓ
）

一
、
脚
立
及
び
梯
子

よ
り
転
落
負
傷

一
、
釘
打
機
を
修
理

中
、
誤
射
に
て
母

指
及
び
右
足
膝
を

負
傷

一
、
材
料
を
運
搬
中

つ
ま
づ
き
転
倒
し

肘
を
打
撲
し
負
傷

一
、
モ
ル
タ
ー
ル
の

破
片
が
目
に
入
り

負
傷

ぬ
心
境
で
、
胸
が
つ
ま
り
ま
す
。

当
県
板
の
組
合
員
に
於
い
て
も

昨
年
の
労
災
事
故
は
帥
余
り
発
生

し
、
事
務
処
理
に
終
わ
れ
、
関
係

す
る
労
基
署
よ
り
厳
し
い
指
摘
を

受
け
、
徹
底
し
て
安
全
指
導
の
強

化
の
勧
告
を
受
け
、
早
急
な
対
応

を
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

平
成
９
年
度
内
に
発
生
し
た
事

故
の
内
容
は
左
の
通
り
、

一
、
足
場
よ
り
足
を
滑
ら
し
負
傷

一
、
屋
根
の
段
差
で
足
を
滑
ら
し

転
倒
、
親
指
を
負
傷

囲
に
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
信
頼
性
を
損
う
事
と
な
る
。

一
方
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、

四
重
の
責
任
が
課
せ
ら
れ
、
Ｈ
刑

事
責
任
、
口
行
政
責
任
、
日
民
事

責
任
、
四
社
会
的
責
任
が
重
く
の

し
か
か
り
、
安
全
衛
生
法
に
違
反

し
た
時
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ

か
、
災
害
原
因
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
罰
金
刑
を
課
せ
ら
れ
る
事
も

あ
り
得
る
の
で
、
十
分
な
る
注
意

を
促
し
た
い
、
企
業
の
繁
栄
に
は
、

家
族
の
笑
顔
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、

安
全
第
一
を
優
先
し
、
事
故
防
止

に
最
善
を
尽
し
て
頂
き
た
い
と
願

う
も
の
で
す
。
沼
津

け
れ
ば
成
ら
な
い
。
そ
し
て
「
企

業
は
生
物
」
で
あ
る
、
読
み
方
を

変
え
れ
ば
「
な
ま
も
の
．
い
き
も

の
」
な
ど
に
な
り
、
鮮
度
や
活
力

が
第
一
で
あ
る
か
ら
、
企
業
も
同

じ
こ
と
で
、
活
力
の
あ
る
企
業
経

営
に
弛
ま
ぬ
献
身
と
共
に
「
企
業

は
永
遠
」
で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
愛
知
県
板
村
上
理

事
長
は
、
日
頃
の
お
礼
と
、
今
年

も
変
わ
ら
ぬ
協
賛
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
寅
年
に
ち
な
ん
で
、
勇
猛
な

虎
の
よ
う
に
駆
け
巡
り
、
不
況
打

開
を
寅
年
に
か
け
る
意
気
込
み
を

こ
め
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

に
作
図
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
斬
新
な
発
想

等
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
等
の
自
由
な
表

現
方
法
も
可
と
す
る
。
）
と
あ
る

な
ど
前
回
（
第
一
九
回
）
と
同
様

の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一

点
工
程
表
を
作
成
す
る
事
が
付
け

加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
講
習
会
に
、
高
柳
一
男
県
板

副
理
事
長
か
ら
色
々
な
作
図
上
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
施
工
図
講
習
会
と

同
時
進
行
で
午
前
九
時
よ
り
〃
水

屋
流
し
″
の
実
技
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
銅
板
○
・
四

×
三
六
五
×
一
二
一
二
ｍ
を
使
用

す
る
も
の
で
す
。
県
板
青
年
部
は
、

来
る
平
成
十
年
一
月
十
一
日
㈲
、

午
前
八
時
三
十
分
よ
り
岡
崎
技
術

工
学
院
に
て
、
愛
知
県
予
選
（
名

古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）
を
開
催
し

て
、
各
部
門
二
名
の
選
手
を
全
国

大
会
に
送
る
予
定
で
す
。豊

田
・
松
井

愛

県板＃
寧菖.'謂滅

第
加
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
の

講
習
会
を
開
催
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争
の
激
戦
を
く
ぐ
り
抜
け
て
こ
ら

れ
た
、
柴
田
二
良
氏
の
会
社
中
日

鋼
材
㈱
を
紹
介
す
る
。
氏
は
終
戦

後
、
岡
崎
の
㈱
富
士
商
店
に
入
社
、

営
業
な
ど
に
携
わ
り
、
昭
和
四
十

六
年
七
月
に
、
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
西
口

南
九
百
メ
ー
ト
ル
に
、
独
立
し
て

中
日
鋼
材
を
起
こ
す
。
以
下
に
会

社
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

商
号中

日
鋼
材
株
式
会
社

創
業昭

和
四
十
六
年
七
月
一
日

創
業
地岡

崎
市
針
崎
町
字
プ
ロ
十
五

創
業
者
柴
田
二
良

会
社
設
立

昭
和
四
十
六
年
十
月
十
五
日

本
社
所
在
地

岡
崎
市
針
崎
町
字
プ
ロ
十
五

代
表
取
締
役
柴
田
二
良

大
正
七
年
五
月
二
十
日
生

資
本
金
一
千
万
円

従
業
員
男
子
二
十
二
名

女
子
十
名

合
計
三
十
二
名

敷
地
面
積
五
千
六
百
三
十
二
㎡

建
屋
面
積
三
千
四
百
九
十
二
㎡

営
業
品
目

一
、
鉄
鋼
二
次
製
品
成
型
加
工

二
、
非
鉄
金
属
類
販
売
加
工

三
、
建
築
及
び
資
材
卸
販
売

会
社
の
モ
ッ
ト
ー

今
日
一
日
怒
ら
ず
、
怖
れ
ず
、

悲
し
ま
ず
、
正
直
、
親
切
、
愉
快

に
力
と
勇
気
と
信
念
を
持
っ
て
自

己
の
責
務
を
果
た
せ
。
鷲
見

じ
ろ
う

男
、
柴
田
一
一
良
は
十
九
歳
で
海

軍
に
志
願
し
て
入
隊
、
巡
洋
艦

「
三
隈
」
や
航
空
戦
艦
「
日
向
」

な
ど
に
乗
船
の
後
、
航
空
戦
艦

「
伊
勢
」
に
乗
り
組
み
、
昭
和
＋

し
よ
う

九
年
十
月
、
日
本
軍
の
「
捷
１
号

作
戦
」
に
参
加
、
瀬
戸
内
海
か
ら

豊
後
水
道
を
出
て
南
シ
ナ
海
へ
出

撃
し
て
い
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
方

で
は
五
波
の
空
襲
で
、

延
べ
三
百
機
近
く
の

敵
機
と
交
戦
し
、
近

く
に
落
下
し
た
爆
弾

は
約
三
十
発
、
魚
雷

は
六
本
で
あ
っ
た
が
、

命
中
弾
が
な
く
無
事

屋
呉
に
帰
投
し
た
。
そ

社
率
診
硫
竪
嘩
締
鋒
噸

社
昭
和
二
十
年
三
月
か

本
ら
七
月
一
一
十
八
日
ま

で
に
米
軍
の
空
襲
で

十
八
発
の
直
撃
弾
を

受
け
沈
座
し
た
。

柴
田
二
良
海
軍
兵

曹
長
は
帰
還
後
、
別

府
の
病
院
で
終
戦
を

迎
え
た
。

今
回
は
太
平
洋
戦

．・－－イ

熟議

＜

秒

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

灘
Ｐ
代
表
取
締
役
社
長

柴
田
二
良
氏

第
十
四
回
中
日
鋼
材
株
式
会
社

鼻

議
《

い
や
ら
、
私
自
身
大
変
な
思
い
を

し
ま
し
た
。
全
部
の
方
を
紹
介
で

き
ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

連
合
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
＋
処

マ
ジ
ッ
ク
の
松
浦
天
海
さ
ん
、
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
や
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

の
担
当
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
来
賓
控
室
で
お
茶
の
接

待
を
し
て
下
さ
っ
た
、
鷲
見
連
合

会
長
の
奥
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
無
事
終
っ
た
事
は
、

こ
ん
な
影
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
と

思
い
ま
す
。
西
・
鈴
木

鋪
繍繍灘

鵜識 撫鋼織鑑

§

夢
な
ふ
顎
認

雛

一
月
二
十
三
日
、
名
古
屋
ク
ラ

ウ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。
名
古
屋
ブ
ロ
ッ

ク
の
今
年
最
大
の
行
事
を
、
鷲
見

連
合
会
長
を
中
心
に
打
合
せ
、
会

場
設
営
、
来
賓
と
の
交
渉
、
式
次

第
の
作
成
、
役
割
分
担
、
司
会
進

行
、
宴
会
係
、
道
路
案
内
、
受
付

と
連
合
会
役
員
及
び
支
部
の
皆
様

を
補
佐
に
加
え
て
行
っ
た
。
前
衆

議
院
議
員
、
片
岡
武
司
様
を
始
め
、

沢
山
の
来
賓
を
迎
え
、
総
参
加
一

九
四
名
、
十
五
時
論
恩
田
副
会
長

の
司
会
で
、
長
谷
川
名
古
屋
板
金

連
合
相
談
役
の
開
会
の
辞
、
鷲
見

名
古
屋
連
合
会
長
に
よ
る
歓
迎
の

言
葉
で
「
参
加
人
数
一
九
四
名
は

最
多
記
録
と
思
い
ま
す
。
」
と
挨

拶
し
た
。
村
上
県
板
理
事
長
他
、

来
賓
の
方
々
の
お
祝
い
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
宴
会
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
松
浦
天
海
氏
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

次
か
ら
次
へ
出
て
く
る
白
い
ハ
ト
、

段
々
小
さ
く
な
る
ト
ラ
ン
プ
、
美

女
の
入
っ
た
小
さ
な
箱
に
刀
を
何

本
も
刺
し
た
り
、
一
瞬
の
内
に
緑

の
ド
レ
ス
が
真
赤
な
ド
レ
ス
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
場
か
ら
も

二
人
が
参
加
し
、
コ
イ
ン
マ
ジ
ッ

ク
や
ト
ラ
ン
プ
も
盛
大
な
拍
手
が

あ
り
、
と
て
も
楽
し
め
三
十
分

嘉溌
鰯雲

＃，

新
年
会
大
成
功

『Z｡

鳶・却

選･『.＃

繍灘議皿

蕊零』

’層
蕊癖

と
言
う
短
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
、

今
回
懇
親
会
に
取
り
入
れ
た
事
も

新
し
い
運
営
の
し
か
た
と
思
う
。

又
、
カ
ラ
オ
ケ
の
進
行
役
を
や

ら
せ
て
い
だ
い
た
の
で
す
が
、
何

分
に
も
二
○
○
名
近
い
皆
様
の
前

で
司
会
を
行
う
の
は
始
め
て
で
し

た
が
、
次
か
ら
次
へ
カ
ラ
オ
ケ
用

紙
が
私
の
所
に
集
ま
っ
て
来
ま
し

て
、
ど
の
方
か
ら
歌
っ
て
い
た
だ

こ
う
か
、
ど
の
様
に
紹
介
し
て
い

；

名
古
屋
板
金
連
合
会

役
員
の
み
な
さ
ま
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本
年
は
寅
年
と
の
こ
と
で
す
が
、

十
二
支
の
中
で
寅
ほ
ど
世
の
中
の

事
象
に
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
干

支
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
を

虎
に
関
す
る
思
い
つ
き
を
。

諺
に
「
虎
は
死
し
て
皮
を
残
し
、

人
は
死
し
て
○
を
残
す
」
が
あ
り

ま
す
。
昔
の
よ
う
に
、
世
の
た
め
、

人
の
た
め
と
い
う
偉
い
人
は
先
ず

出
な
い
よ
う
で
、
国
民
が
認
め
る

よ
う
な
「
名
」
も
残
ら
な
い
人
ば

か
り
。
記
念
館
ま
で
作
っ
て
も
ら

え
る
葛
飾
柴
又
の
寅
さ
ん
の
方
が

よ
ほ
ど
有
名
だ
。

「
虎
の
威
を
か
る
狐
」
。
と
こ
ろ

が
、
最
近
で
は
虎
の
威
に
も
偽
者

が
多
い
よ
う
で
す
。
真
凹
の
見
分

け
の
つ
か
な
い
威
張
り
た
が
り
屋

が
、
「
威
」
を
借
り
た
つ
も
り
が

通
用
せ
ず
、
失
言
し
て
す
ぐ
に
辞

任
し
た
り
、
あ
る
い
は
賄
賂
を
も

ら
い
、
×
×
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
高

い
塀
の
中
に
入
る
人
も
多
々
・
狐

も
笑
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

巨
人
×
阪
神
戦
は
プ
ロ
野
球
の

名
勝
負
と
言
わ
れ
た
が
、
ブ
ー
ビ
ー

と
は
罵
匹
も
泣
い
て
い
る
で
し
よ
．
Ｚ

我
が
ひ
い
き
す
る
架
空
の
干
支

の
チ
ー
ム
は
さ
ら
に
最
下
位
。
昨

年
は
シ
ー
ズ
ン
半
ば
か
ら
腹
立
た

し
く
て
野
球
中
継
を
見
る
の
を
止

め
て
し
ま
っ
た
。
楽
し
み
の
少
な

い
昨
年
で
あ
っ
た
。
野
球
の
世
界

も
厳
し
い
よ
う
で
、
我
が
チ
ー
ム
の

看
板
打
者
で
さ
え
ト
レ
ー
ド
で
タ
イ

◆
◇
◆
◇
◆

寅
。
虎

即
日
青
年
部
例
会
巧
名

西
春
支
部

皿
日
支
部
新
年
会
記
名

春
日
井
支
部

８
日
支
部
新
年
会
Ⅳ
名

来
賓
３
名

瀬
戸
支
部

７
日
第
５
回
ゴ
ル
フ
大
会ｎ

名

妬
。
肥
日
支
部
旅
行

伊
豆
長
岡
温
泉
９
名

岡
崎
支
部

型
日
支
部
役
員
会
迦
名

①
総
会
の
打
合
せ

②
来
年
度
事
業
計
画

碧
南
支
部

躯
日
太
子
講
並
に
支
部
総
会

豊
田
支
部

型
日
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
“
名

帥
日
青
年
部
新
年
会

知
立
支
部

過
日
定
例
会

西
尾
支
部

虹
日
青
年
部
総
会
鯛
名

訂
日
支
部
総
会

昭
和
支
部

肥
日
支
部
新
年
会
（
県
板
新

年
会
）
過
名

東
三
支
部

５
日
定
例
会
巧
名

支
部
新
年
会
舵
名

幻
日
全
板
ノ
ー
ト
研
修
会”

名

三
役
会
６
名

江
南
支
部

５
日
支
部
新
年
会
肥
名

陥
日
支
部
役
員
会
６
名

津島支部のみなさん

。
ト
ー
ー
フ
◆
◇
◆
◇
◆

ガ
ー
ス
ヘ
・
非
情
と
さ
え
思
え
る
。

虎
は
喜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｐ
Ｇ
Ａ
に
誉
星
の
よ
う
に
現
れ

た
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ヅ
は
賞
金
王
の

年
少
記
録
を
つ
く
っ
た
。
虎
が
住

む
国
の
血
が
流
れ
、
名
前
ま
で

「
虎
」
だ
か
ら
強
い
の
か
。
親
は

多
分
そ
う
望
ん
で
名
前
を
付
け
た

に
違
い
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ

ば
、
縁
起
を
か
つ
い
で
最
高
に
成

功
し
た
一
人
で
あ
ろ
う
。
「
虎
の

巻
」
で
も
あ
れ
ば
欲
し
い
も
の
だ
。

私
と
同
年
の
知
人
に
三
十
才
台

に
し
て
一
千
万
円
貯
め
た
の
が
い

た
。
い
わ
ゆ
る
「
虎
の
子
」
で
あ

る
。
ど
う
や
っ
て
貯
め
た
か
は
シ
ャ

ク
だ
か
ら
聞
か
な
か
っ
た
が
、
当

時
は
七
％
の
利
息
の
付
く
時
代
。

「
車
の
買
い
換
え
は
利
息
で
間
に

合
う
」
と
う
そ
ぷ
い
て
い
た
。

今
で
は
夢
の
話
。
久
し
く
会
っ

て
い
な
い
が
今
ど
ん
な
車
に
乗
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

今
や
先
の
全
く
見
え
な
い
経
済

情
勢
。
そ
の
上
ダ
ダ
同
然
の
利
息

と
な
れ
ば
庶
民
の
財
布
の
ひ
も
も

か
た
く
な
る
の
は
無
理
も
な
い
。

か
っ
て
、
金
融
機
関
は
「
虎
穴

に
入
ら
ず
ん
ば
・
・
・
」
の
つ
も
り
で

投
資
し
た
が
不
良
債
権
と
い
う

「
虎
子
」
を
得
て
し
ま
っ
た
。

大
蔵
省
は
市
中
金
利
を
安
く
し
、

銀
行
の
不
良
債
権
の
短
兵
急
な
処

理
の
片
棒
を
担
い
で
い
る
。
各
銀

行
は
年
間
何
百
億
円
の
債
務
処
理

灘醗

膜

を
し
て
い
る
が
、
こ
の
金
は
本
来

庶
民
の
懐
に
入
る
利
息
で
あ
る
。

景
気
の
良
く
な
ら
な
い
一
因
を

庶
民
の
財
布
の
ひ
も
の
か
た
さ
に

か
こ
つ
け
る
人
が
い
る
か
ら
困
っ

た
も
の
だ
。
鶏
と
卵
の
ど
ち
ら
が

先
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
あ
た

り
で
「
虎
の
尾
を
踏
む
」
く
ら
い

の
大
改
革
が
欲
し
い
。
庶
民
は
せ

い
ぜ
い
「
虎
の
御
曹
司
」
を
大
事

に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
今
年
こ
そ
は
「
虎
」

の
よ
う
な
勢
い
の
良
い
年
に
な
る

の
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

専
務
吉
田

津
島
支
・

津
島
支
部
は
、
平
成
十
年
一

月
五
日
に
恒
例
の
安
全
祈
願
祭

及
び
新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
よ
り
平
野
支
部
長

始
め
、
組
合
員
十
六
名
が
、
津

島
神
社
に
て
御
祈
祷
を
受
け
ま

し
た
。
支
部
長
以
下
代
表
五
名

が
、
神
殿
に
て
御
赦
い
を
し
て

も
ら
い
、
最
後
に
全
員
に
御
神

酒
を
い
た
だ
き
、
約
三
十
分
程

で
無
事
安
全
祈
願
祭
を
終
え
ま

し
た
。そ

の
後
四
時
よ
り
、
津
島
の

料
亭
河
満
に
て
新
年
会
を
行
い

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
村
上
理

事
長
は
他
支
部
の
新
年
会
出
席

の
た
め
、
参
加
い
た
だ
け
ず
、

県
板
か
ら
は
吉
田
専
務
理
事
を

招
き
、
平
野
支
部
長
、
そ
し
て

吉
田
氏
か
ら
挨
拶
の
言
葉
を
い

部
新
年
会

た
だ
き
、
酒
宴
が
始
ま
り
ま
し

｝
た
。
賑
や
か
に
宴
会
は
進
ん
で

行
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
二
時
半

一
程
の
時
間
が
す
ぎ
、
無
事
津
島

》
支
部
の
安
全
祈
願
祭
、
新
年
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

津
島
・
猪
飼

新
年
恒
例
の
各
行
事
な
ど
に
追

わ
れ
て
い
る
う
ち
に
一
月
も
終
り

に
近
づ
き
、
各
地
か
ら
ち
ら
ほ
ら

梅
花
の
便
り
が
届
く
頃
と
な
っ
た
。

年
が
改
ま
り
人
の
気
持
ち
の
区
切

り
と
年
代
の
節
目
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
恒
例
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。

伝
統
的
な
こ
と
や
団
体
な
ど
の

新
年
行
事
は
別
と
し
て
、
個
人
的

な
関
係
の
中
に
は
、
そ
ろ
そ
ろ
取

り
止
め
て
も
い
い
よ
う
な
も
の
が

無
き
に
し
も
有
ら
ず
で
あ
る
。

お
目
出
度
い
席
で
も
あ
り
例
年

の
事
で
あ
る
か
ら
心
得
て
は
居
る

も
の
の
何
と
な
く
日
頃
の
生
活
リ

ズ
ム
が
狂
う
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
一
ヶ
月
、
各
所
の
新
年
の

催
し
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
挨
拶
の
中
で
必
ず
出
て
来
る
事

に
ま
ず
、
不
況
・
不
景
気
、
次
は

寅
年
に
あ
や
か
っ
て
の
躍
進
、
そ

し
て
中
部
国
際
空
港
と
愛
知
万
博
○
．

空
港
と
万
博
で
中
部
圏
の
発
展
と

活
性
化
で
景
気
回
復
な
ど
な
ど
。

自
然
環
境
・
騒
音
・
漁
業
対
策
な

ど
未
解
決
の
問
題
が
山
積
し
て
居

る
の
に
、
き
れ
い
ご
と
を
並
べ
立

て
る
挨
拶
に
飽
き
飽
き
し
た
。

今
年
も
新
年
早
々
か
ら
腹
の
立

っ
事
が
多
そ
う
だ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
忘
れ
な
い
よ
う
頑
張
ろ
う
。

一
月
二
十
八
日
㈱
晴

三
二
四
号
編
集
会
議

委
員
十
三
名
出
席

東
三
・
豊
川
出
張
会
議
③

愛

蔦

中
村
支
部

別
日
新
年
懇
親
会
肥
名

中
支
部

ｎ
日
吉
田
専
務
を
招
い
て
南

宮
神
社
参
拝
後
新
年
宴

会
哩
名

熱
田
南
支
部

Ⅳ
日
支
部
定
例
会
ｎ
名

拠
日
青
年
部
新
年
会
５
名

津
島
支
部

５
日
津
島
神
社
祈
願

新
年
宴
会
肥
名

一
宮
支
部

:''１


